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１　セーフティーネットとしての図書館の役割
　こどもの視点においては、さまざまな事情で家庭での学習が困難である児童・生徒に対して学習する場所を提供することで、全ての子どもに対する十分な教育環境を提供することにつながります。
　現役の社会人の視点においては、昨今の就職難や就業状況の困難さを踏まえると、次の仕事を探す上でも各種の資格を取得したいという要請が今後一層高まることが予想されます。そのため、図書館で各種関係資料の整備を行うと共に、利用者が自習できる環境を構築することが必要であると考えます。
　また豊かな生涯学習の観点からは、高知県内の各種病院や老人ホーム等の福祉施設と連携し、図書物流システムの拡充を図ることによって、病院や福祉施設にいながらにして本を検索し、借りることができるような体制の構築が望まれます。
１−２　自習スペースについて
　利用者が自習に使うことの出来るスペースの確保が、特に市民図書館の役割として重要であると考えます。以前の検討委員会の議論も踏まえ、自習スペースは閲覧室とは区分けすることで検討を続けるとともに、閲覧室の3分の1程度を自習スペースとして割り当てるべきです。また自習スペース内にはガラス壁で一部を仕切るなどの方法により、ボランティアの方などの教授（ティーチング）が行えるような場所も複数必要です。
１−３　物流システムの拡充について
　一定規模の病院や福祉施設に対して、情報ネットワークによる新しい図書館の図書総覧情報の提供と、地元の市町村図書館をバブとした物流システムによる本の貸出、返却を可能とするような連携の枠組みを策定し、数年の試験運用の後に、全県的に拡充していくことが望まれます。
２　閲覧室について
　館内に整備する電子的なデータベースや、電子ジャーナルの利用を促進すると共に、インターネットと書籍利用の両面による情報提供能力の増進を図るために、閲覧室の全ての席で、情報ネットワークの利用を可能とするようなネットワーク整備が必要です。電波による方式（WiFi)やイーサネットケーブルによる方式など様々な方式から適切なものを検討していく必要があります。
３　こども向け図書サービスについて
　高知市以外の市町村図書館の支援を考える上で、図書館サービスの中でも特に進展させることが必要な分野に、こども向け図書サービスの充実が上げられます。市町村図書館支援の基盤とするべく、県図書館の市町村支援部門にもこども向け図書館サービス専門の担当者を配置し、市民図書館のこども向け図書サービスに参画することで最新の現場の情報を収集すると共に、それらを支援に活かす枠組みとそのために必要な予算の確保が必要であると考えます。
４　利用者の館外での動線について
　利用者が大橋通や帯屋町筋のアーケードから雨にぬれずに図書館内に入ることが出来る動線の確保が望まれます。
５　駅前の図書館関連施設について
　検討委員会でも提言がありましたが、駅前で図書を返却できる図書館窓口を設置することが望まれます。
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